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(54)【発明の名称】 内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  本発明は、内視鏡装置を構成する各機器の最
適な組み合わせを確認できる内視鏡装置を提供する。
【解決手段】  第１及び第２の照明光発生手段と、第１
及び第２の照明光識別情報発生手段８ｄとを有する、光
源手段４と、第１及び第２の撮像手段と、第１及び第２
の撮像識別情報発生手段８ｂとを有する、内視鏡撮像手
段２と、前記照明光識別情報と前記撮像識別情報を受信
する識別情報受信手段と、この識別情報受信手段が受信
した各種情報に基づいて前記照明光発生手段に対して撮
像手段を組み合わせることが可能か否かを判別する判別
手段とを具備したことを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  所定の特性を有する第１の照明光を発生
する第１の照明光発生手段と、前記第１の照明光発生手
段と異なる特性を有する所定の第２の照明光を発生する
第２の照明光発生手段と、上記第１の照明光発生手段に
固有に設定された第１の照明光識別情報を発生する第１
の照明光識別情報発生手段と、上記第２の照明光発生手
段に固有に設定された第２の照明光識別情報を発生する
第２の照明光識別情報発生手段とを有し、被写体を照明
する照明光を出力する光源手段と、
所定の特性を有し、前記被写体の被写体像を撮像する第
１の撮像手段と、前記第１の撮像手段とは異なる所定の
特性を有し、前記被写体の被写体像を撮像する第２の撮
像手段と、上記第１の撮像手段に固有に設定された第１
の撮像識別情報を発生する第１の撮像識別情報発生手段
と、上記第２の撮像手段に固有に設定された第２の撮像
識別情報を発生する第２の撮像識別情報発生手段とを有
し、内視鏡像を撮像する内視鏡像撮像手段と、
前記第１又は第２の照明光識別情報、及び前記第１又は
第２の撮像識別情報を受信する識別情報受信手段と、
前記識別情報受信手段が受信した各種識別情報に基づい
て、前記照明光発生手段に対して前記撮像手段を組み合
わせて使用することが可能か否かを判別する判別手段
と、
を具備したことを特徴とする内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡装置、詳し
くは、内視鏡装置を構成する各機器の組み合わせを検出
して最適な組み合わせを行うようにした内視鏡装置に関
する。
【０００２】
【従来の技術】近年においては、内視鏡装置を構成する
各機器の適切な組み合わせを制御する技術が種々普及し
ている。そのような技術として、特開平１０－２９０７
７８号公報、及び特開平１１－１０４０７４号公報に開
示されるものが知られている。
【０００３】この特開平１０－２９０７７８号公報に開
示されている技術は、電子内視鏡装置における内視鏡内
に設けられたＲＯＭに、内視鏡の種類、カラー撮像方式
が面順次方式か同時式か等を判断する情報を格納し、内
視鏡と接続されるＣＣＵ（カメラコントロールユニッ
ト）にてＲＯＭの情報を読み出し、その情報に応じて内
視鏡の制御を行うようにしたものである。
【０００４】また、特開平１１－１０４０７４号公報に
開示されている技術は、内視鏡撮像装置におけるカメラ
ヘッド内に、赤外カットフィルタの有無を示すセットア
ップ回路を設け、その内容をＣＣＵ内の検知回路にて検
出し、赤外カットフィルタの有無に応じてＣＣＵ内での
信号処理を切り替えるようにしたものである。
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【０００５】内視鏡観察下による外科手術は、内視鏡
と、内視鏡を介して検査対象に照明光を供給する光源手
段である光源装置と、前記内視鏡に光源手段からの照射
光を導くライトガイドと、前記内視鏡に接続されたＴＶ
カメラからの画像信号を処理する画像処理手段であるＣ
ＣＵとを用い、このＣＣＵを介してＴＶモニタにて検査
対象を観察しながら処置を行っている。
【０００６】このような状況下で、内視鏡及びライトガ
イド等は、手術に応じて様々な種類のものが使用されて
おり、最適な組み合わせが必要であり、また、内視鏡、
カメラヘッド、ＣＣＵ、光源装置、ライトガイドの組み
合わせに関しても最適な組み合わせで観察できるように
する必要がある。
【０００７】また、赤外光での観察やＰＤＤ（Photodyn
amics Diagnosis．光線力学診断）を行う場合に用いら
れる内視鏡装置があるが、そのような装置を使用して特
殊光観察する場合は、それぞれの光源の波長に適した光
学的なフィルタを撮像素子の前面に設けて観察するの
で、ＣＣＵでの色再現もそれぞれに適した設定にする必
要がある。そのため、従来は、通常光観察での光学フィ
ルタと特殊光観察での光学フィルタを切り替える場合
は、色再現のマトリクスはユーザーが手動で切り替えて
いたので、使い勝手が悪かった。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】ところで、上記特開平
１０－２９０７７８号公報に開示された技術は、ＣＣＵ
に接続される内視鏡に関する情報は得られるが、ライト
ガイドや内視鏡とカメラヘッドとの組み合わせに関する
情報は得ることができないという問題があった。
【０００９】また、上記特開平Ｈ１１－１０４０７４号
公報に開示された技術は、カメラヘッド内の赤外カット
フィルタの有無を検出し、ＣＣＵ内の信号処理を切り替
えるだけのものであるから、矢張り、内視鏡とライトガ
イドとカメラヘッド、並びにＣＣＵ、光源装置の組み合
わせが最適であるか否かの情報は得ることができない。
【００１０】一方、最近の技術では、紙や布にも埋め込
むことができる程の小型化、薄型化したＩＣチップが開
発され、記憶された各種データを無線で読み出すことが
できるようになっている本発明の目的は、内視鏡、カメ
ラヘッド、ＣＣＵ、光源装置、ライトガイド等の最適な
組み合わせを得るために、それらの各機器の情報を有す
るＩＣチップを前記各機器に設け、これを検出して最適
な組み合わせか否かを確認することができる内視鏡装置
を提供することにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】前述した目的を達成する
ために、本発明による内視鏡装置は、所定の特性を有す
る第１の照明光を発生する第１の照明光発生手段と、前
記第１の照明光発生手段と異なる特性を有する所定の第
２の照明光を発生する第２の照明光発生手段と、上記第
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１の照明光発生手段に固有に設定された第１の照明光識
別情報を発生する第１の照明光識別情報発生手段と、上
記第２の照明光発生手段に固有に設定された第２の照明
光識別情報を発生する第２の照明光識別情報発生手段と
を有し、被写体を照明する照明光を出力する光源手段
と、所定の特性を有し、前記被写体の被写体像を撮像す
る第１の撮像手段と、前記第１の撮像手段とは異なる所
定の特性を有し、前記被写体の被写体像を撮像する第２
の撮像手段と、上記第１の撮像手段に固有に設定された
第１の撮像識別情報を発生する第１の撮像識別情報発生
手段と、上記第２の撮像手段に固有に設定された第２の
撮像識別情報を発生する第２の撮像識別情報発生手段と
を有し、内視鏡像を撮像する内視鏡像撮像手段と、前記
第１又は第２の照明光識別情報、及び前記第１又は第２
の撮像手段識別情報を受信する識別情報受信手段と、前
記識別情報受信手段が受信した各種識別情報に基づい
て、前記照明光発生手段に対して前記撮像手段を組み合
わせて使用することが可能か否かを判別する判別手段
と、を具備したことを特徴とする。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を、図
示の例によって説明する。図１は、本発明の第１実施の
形態を示す内視鏡装置の全体の構成を示したブロック線
図である。
【００１３】図１に示すように内視鏡装置は、内視鏡
１、被写体の内視鏡像撮像手段であるカメラヘッド２、
識別情報受信手段及び判別手段を有するＣＣＵ３、光源
手段としての光源装置４、ライトガイド５、及びモニタ
６で構成されている。
【００１４】そして、内視鏡１、カメラヘッド２、ＣＣ
Ｕ３、光源装置４、ライトガイド５、には、各々、識別
情報発生手段としてのＩＣチップ８ａ、８ｂ、８ｃ、８
ｄ、８ｅが外部から検出できる位置に配設されており、
各ＩＣチップ８ａ～８ｅには各種情報が記録されてい
る。
【００１５】前記各機器を組み合わせて接続する場合
は、前記内視鏡１の基端部にカメラヘッド２の先端部を
取付け、前記カメラヘッド２の基端部にケーブルを介し
てＣＣＵ３を取付ける。また、前記内視鏡１の基端部近
傍の側面には、ライトガイドポスト７が突設され、これ
にライトガイド５の一端を接続し、このライトガイド５
の他端を光源装置４と接続する。更に、前記ＣＣＵ３と
前記光源装置４とは、通信ケーブル９により接続する。
前記ＣＣＵ３には、モニタ６がケーブルを介して接続さ
れている。
【００１６】内視鏡１に配設されたＩＣチップ８ａは、
内視鏡１の基端部におけるカメラヘッド２との接続部側
に配設され、この内視鏡１のＩＣチップ８ａには、内視
鏡の種類、外径、接続可能なライトガイドの種類、接続
可能なカメラヘッド等の情報、並びに上記情報が作成さ
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れた日付及び上記情報のバージョンＮｏ．等が記録され
ている。また、ライトガイド５に配設されたＩＣチップ
８ｅは、ライトガイド５の先端部における内視鏡１のラ
イトガイドポスト７との接続部側に配設されていて、こ
のライトガイド５のＩＣチップ８ｅには、ライトガイド
の種類、ライトガイド配光特性、組み合わせ可能な内視
鏡の種類に関する情報、並びに上記情報が作成された日
付及び上記情報のバージョンＮｏ．等が記録されてい
る。更に、カメラヘッド２のＩＣチップ８ｂ、ＣＣＵ３
のＩＣチップ８ｃ、光源装置４のＩＣチップ８ｄにも、
同様の情報が記録されている。
【００１７】従って、手術時に滅菌が必要な機器内のＩ
Ｃチップは、内視鏡１、カメラヘッド２、ライトガイド
５に配設されているから、滅菌された清潔域に配設され
ていることになる。
【００１８】なお、図１においては、カメラヘッド２に
配設されたＩＣチップ８ｂは、カメラヘッド２の先端部
側に配設されており、ＣＣＵ３に配設されたＩＣチップ
８ｃは、ＣＣＵ３のカメラヘッド２との接続部側寄りに
配設され、光源装置４に配設されたＩＣチップ８ｄは、
ライトガイド５との接続部側寄りに配設されるが、これ
らのＩＣチップ８ａ～８ｅは、各機器の別の位置に配設
しても良い。
【００１９】図２は、第１実施の形態におけるカメラヘ
ッド２の内部の構成を示したものである。前記カメラヘ
ッド２の内部には、その中央にＣＣＤ１０、その前面に
赤外域の光をカットする第１の撮像手段であるか可視光
観察用の赤外カットフィルタ１１、更に、その前面にＣ
ＣＤ１０に像を結像させるためのレンズ１２がそれぞれ
配設されている。
【００２０】また、ＣＣＤ１０の後方にインターフェー
ス部１３を配設して、インターフェース部１３を介して
ＣＣＤ１０とＣＣＵ３とが接続されるようになってい
る。また、インターフェース部１３は、その側方に配設
された、撮像識別情報を受信する識別情報受信手段であ
るＩＣチップデータ受信部１４も接続されている。
【００２１】図３は、前記ＣＣＵ３の内部の構成を示し
たものである。前記ＣＣＵ３の内部には、プリアンプ１
５、ＣＣＤドライバ１６、カメラヘッド通信部１７が配
設され、その各々がカメラヘッド２内部の前記インター
フェース部１３と接続される。また、識別情報受信手段
であるＩＣチップデータ受信部２６、及び判別手段であ
るコントローラ２５も配設されている。
【００２２】前記ＣＣＤドライバ１６によりカメラヘッ
ド２内部のＣＣＤ１０が駆動されて、前記ＣＣＤ１０で
撮像された映像は、ＣＣＵ３内部において、前記プリア
ンプ１５で増幅された後、Ａ／Ｄ変換部１８でデジタル
データに変換され、色分離回路１９でＲ，Ｇ，Ｂ信号に
変換される。
【００２３】このＲ，Ｇ，Ｂに変換された映像信号は、
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ホワイトバランス部２０でＲ，Ｇ，Ｂ信号の各ゲインが
調整され、ＡＧＣ、γ補正回路２１でゲイン、ガンマを
統制した後、キャラクタ重畳部２２でキャラクタ及びグ
ラフィックジェネレータ２３で生成されたキャラクタ及
びグラフィック像を重畳すると共に、同期信号を付加し
た後に、Ｄ／Ａ変換部２４でＤ／Ａ変換されて、ＴＶモ
ニタ６に表示される。
【００２４】また、カメラヘッド２内部のＩＣチップ８
ｂ及びＣＣＵ３内部のＩＣチップ８ｃにおける情報は、
ＣＣＵ３内部のコントローラ２５に入力される。即ち、
カメラヘッド２の種類に関するＩｃチップ８ｂのデータ
は、カメラヘッド２内部のＩＣチップデータ受信部１４
で受信され、次にこのデータが、インターフェース部１
３を介してＣＣＵ３内部のカメラヘッド通信部１７で受
信され、更にこのデータは、コントローラ２５に入力さ
れる。また、ＣＣＵ３に配設されたＩＣチップ８ｃのデ
ータは、ＩＣチップデータ受信部２６で受信され、直
接、コントローラ２５に入力される。
【００２５】コントローラ２５は、ＣＣＵ３内のＩＣチ
ップデータ受信部２６と接続され、また、色分離回路１
９、ホワイトバランス部２０と接続されている。ホワイ
トバランス部２０の出力は、検波回路部２７に入力され
ＣＣＤ１０にて撮像された画像の明るさを検出し、その
結果はコントローラ２５に入力される。
【００２６】コントローラ２５は、検波回路２７にて検
出された結果を基に光源制御データを作成し、そのデー
タを、インターフェース部２８を介して光源装置４に伝
送する。また、光源装置４からは、光源装置の種類、ラ
ンプの種類等のデータがＣＣＵ３に伝送される。
【００２７】ＣＣＵ３内の各種タイミングは、タイミン
グジェネレータ２９にて作成され、Ａ／Ｄ変換部１８、
ＣＣＤドライバ１６、コントローラ２５、Ｄ／Ａ変換部
２４に供給されている。
【００２８】図６は、光源装置４の構成を示したもので
ある。前記光源装置４には、コネクタ受け３０が設けら
れ、ライトガイド５は、このコネクタ受け３０を介して
光源装置４に接続される。また、光源装置４の内部に
は、コネクタ受け３０の後方に、２枚のレンズで構成さ
れた集光レンズ３１がその光軸を一致させて並んで配設
されており、２枚のレンズの間には、絞り３２が配設さ
れている。この絞り３２は、絞り制御ユニット３３にて
制御されている。絞り制御ユニット３３内にはステッピ
ングモータ３４が配設され、ステッピングモータ３４で
絞り３２を駆動している。絞り制御ユニット３３は、光
源装置４内の制御部３５にて制御されている。
【００２９】また、集光レンズ３１とランプ３６との間
には、フィルタ枠３７が配設されており、このフィルタ
枠３７内には、第１の照明光発生手段である可視光観察
用の赤外カットフィルタ３８、及び第２の照明光発生手
段である赤外光観察用の赤外光帯域フィルタ３９が配設
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されている。上記フィルタ３８，３９は、フィルタ駆動
ユニット４０によって、その位置を移動されるようにな
っており、各フィルタ３８，３９のいずれかが、集光レ
ンズ３１とランプ３６の間に入るよう制御される。
【００３０】また、ランプ３６は電源部４１と接続され
ていて、電源部４１は制御部３５にて制御されるように
なっており、図示しないフロントパネルのスイッチの操
作にてランプ３６がオン、オフされるようになってい
る。前記制御部３５は、インターフェース部４２と接続
されており、インターフェース部４２を介してＣＣＵ３
内におけるインターフェース部２８と通信でき、更に、
このインターフェース部２８を介してコントローラ２５
と通信を行うことができる。
【００３１】次に、このように構成された内視鏡装置の
作用を説明する。まず、カメラヘッド２とＣＣＵ３を接
続して電源をオンにすると、カメラヘッド１内部のＩＣ
チップ８ｂに電力が供給され、ＩＣチップ８ｂのデータ
の内容は、カメラヘッド１内部のＩＣチップデータ受信
部１４にて読み取られ、読み取りが完了するとＩＣチッ
プ８ｂへの電力の供給は停止される。読み取られたデー
タは、カメラヘッド２内のインターフェース部１３を介
して、ＣＣＵ３内のカメラヘッド通信部１７に送られ
る。カメラヘッド通信部１７に送られた情報は、コント
ローラ２５にて読み出される。
【００３２】次に、ＣＣＵ３内のＩＣチップ８ｃに電力
が供給され、ＩＣチップ８ｃ内のデータはＣＣＵ３内の
ＩＣチップデータ受信部２６にて読み出され、その内容
はコントローラ２５に伝送される。
【００３３】次いで、内視鏡１を、カメラヘッド２のＩ
Ｃチップデータ受信部１４に近づける。ＩＣチップデー
タ受信部１４に近づけることで、内視鏡１内のＩＣチッ
プ８ａにＩＣチップデータ受信部１４から電力が供給さ
れ、ＩＣチップ８ａの内容は、カメラヘッド２内部のＩ
Ｃチップデータ受信部１４で読み取られ、上記と同様の
経路でコントローラ２５に送られる。
【００３４】そして、次に、ライトガイド５を、カメラ
ヘッド２のＩＣチップデータ受信部１４に近づける。Ｉ
Ｃチップデータ受信部１４に近づけることで、ライトガ
イド５内のＩＣチップ８ｅにＩＣチップデータ受信部１
４から電力が供給され、ライトガイド５内のＩＣチップ
８ｅの内容は、カメラヘッド２内のＩＣチップデータ受
信部１４で読み取られ、上記と同様の経路でコントロー
ラ２５に送られる。
【００３５】コントローラ２５は、次いで、インターフ
ェース部２８を介して光源装置４にＩＣチップ８ｄに電
力を供給するよう指示を出す。上記指示に従い、光源装
置４は、ＩＣチップ８ｄに電力を供給し、ＩＣチップ８
ｄ内のデータは、ＣＣＵ３内のＩＣチップデータ受信部
２６にて読み出され、その内容は、コントローラ２５に
伝送される。
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7
【００３６】この一方で、カメラヘッド２の識別コード
は、ＣＣＵ３内においてコントローラ２５からインター
フェース部２８に送信され、この識別コードは、その
後、光源装置４において、インターフェース部４２から
制御部３５に送信される。
【００３７】図７は、光量に適当な絞りをかけるための
制御の目標値についての送信データを示している。ＣＣ
Ｕ３内の検波回路２７で検出された結果を基に、コント
ローラ２５は、所定の目標値を設定して図７に示すよう
な光源制御データを作成し、そのデータは、インターフ
ェース部２８を介して光源装置４に伝送される。このデ
ータを基に、光源装置４の制御部３５は、絞り制御ユニ
ット３３を制御し、ステッピングモータ３４を回転させ
て絞り３２を制御し、ライトガイド５に入射される光量
を変更する。
【００３８】また、このとき、ＣＣＵ３から送る制御デ
ータとして、デジタル値１６進数で、００００Ｈを送出
した場合には、絞り３２を全閉し、ＦＦＦＦＨを送出し
た場合には全開となるように、絞り制御ユニット３３を
制御することもできる。
【００３９】この場合、現在位置を、例えば、１Ｆ００
Ｈ とし、ＣＣＵ３からの制御データである目標値を３
ＦＦＦＨとすると、その差分２０ＦＦＨに相当するパル
スをステッピングモータ３４に送出するよう絞り制御ユ
ニット３３を制御する。目標値がマイナスの時は、回転
方向を逆にする。このときのステッピングモータ３４の
回転速度は、一定でも良いし、差分に応じて変化させて
も良い。
【００４０】デジタル値１６進数で制御すれば、ＣＣＵ
３から送る制御データとして、図８に示すように移動
量、移動方向、移動速度を送ることもできるようにな
る。また、ホワイトバランスをとるときに、目標値を０
０００ＨからＦＦＦＦＨに変化させ、目標値と実際の光
量変化を測定し，光源装置４の制御データ（目標値）を
補正するようにしても良い。
【００４１】ＩＣチップ８ａ～８ｅ内には、上述したよ
うに、各々の種類、形状、接続可能な機器の種類、並び
に上記情報が作成された日付及び上記情報のバージョン
Ｎｏ．等が記録されている。コントローラ２５では、こ
れらの情報を基にシステムの構成をチェックし、相互に
接続可能であれば、キャラクタ及びグラフィックジェネ
レータ２３にてシステム構成を描画し、キャラクタ重畳
部２２を介してＴＶモニタ６上に表示する。また、相互
の接続が不適当な場合にも、そのことをＴＶモニタ６上
に表示する。
【００４２】システム構成のチェック方法としては、例
えば，まず、上記各機器のＩＣチップ８ａ～８ｅに関す
る情報のうち、最新の日付、バージョンの内容から接続
可能な機器の種類を取り出し、各機器のＩＣチップ８ａ
～８ｅ内に記憶されている各機器の種類と比較すること
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で接続の可否判定を行う。
【００４３】このように内視鏡装置を構成する場合に
は、ＩＣチップ８ａ～８ｅ内に接続情報を入れること
で、例えば、システムに新しい機器が追加された場合で
も、その機器内のＩＣチップ８ａ～８ｅに記憶されてい
る最新の日付及びバージョンＮｏ．を基に接続チェック
を行うので、確実で最適な各機器の組合せを実現でき
る。
【００４４】次に、本発明の第２実施の形態について、
図４、図５を使用して説明する。この第２実施の形態に
おける内視鏡装置の構成は、前記第１実施の形態の内視
鏡装置と殆んど同じであるが、カメラヘッドの構成のみ
が異なる。
【００４５】図４は、第２実施の形態におけるカメラヘ
ッド２Ａ内部の構成を示したものである。図４に示すカ
メラヘッド２Ａが、図２に示した第１実施の形態におけ
るカメラヘッド２と異なるのは、赤外カットフィルタ１
１に加えて、赤外透過フィルタ４３と、これらのフィル
タを切替えるフィルタ切替部４４とが備えられている点
である。このフィルタ切替部４４は、可視光での観察と
赤外光等の特殊光での観察とを同一のカメラヘッド２Ａ
で行うためのものであり、この構成について詳細に説明
する。
【００４６】カメラヘッド２Ａの内部のＣＣＤ１０の前
面側には、第１の撮像手段である可視光観察用の赤外カ
ットフィルタ１１と第２の撮像手段である赤外光観察用
の赤外透過フィルタ４３とが、フィルタ枠内の上下に配
設され、フィルタ切替部４４を操作することで、各フィ
ルタ１１，４３のいずれかをＣＣＤ１０の前面側に配設
できるようになっている。赤外カットフィルタ１１と赤
外透過フィルタ４３は、各々の内部での波数が同一とな
るように厚みが調整されており、切り替えてもピントが
ずれないようになっている。
【００４７】なお、第１実施の形態におけるカメラヘッ
ド２と同様に、その内部に撮像識別情報発生手段である
ＩＣチップ８ｂと識別情報受信手段であるＩＣチップデ
ータ受信部１４も配設されている。
【００４８】前記フィルタ切替部４４は、図５に示すよ
うに、スイッチ部４５と連動しており、スイッチ部４５
は、抵抗Ｒａ、Ｒｂとシグナルグランドとの接続を切り
替えるようになっている。抵抗Ｒａ、Ｒｂには、抵抗Ｒ
Ｌを介して電圧Ｖｃｃが供給され、その分圧電圧がイン
ターフェース部１３内のＡ／Ｄ変換部４６に入力されて
いる。なお、図２の場合のように、フィルタが一種類の
カメラヘッド２では、それぞれのカメラヘッドの種類が
識別できるように抵抗Ｒａ、Ｒｂとは、異なる抵抗値を
有する抵抗が内蔵されている。
【００４９】このように構成された第２実施の形態にお
ける内視鏡装置の作用を説明すると、可視光で観察する
場合には、フィルタ切替部４４を、可視光観察側に切り
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9
替える。可視光観察側か赤外光観察側かは、カメラヘッ
ド２Ａの外部のマーキングで識別することができる。こ
のとき、赤外カットフィルタ１１がＣＣＤ１０の前面側
に配置され，不要な光がカットされた状態でＣＣＤ１０
において内視鏡像が撮像され、ＣＣＵ３で画像に変換さ
れてＴＶモニタ６に表示される。
【００５０】このとき、スイッチ部４５は、抵抗Ｒａと
グランドを接続し、Ａ／Ｄ変換部４６からは、電圧Ｖｃ
ｃが抵抗ＲＬとＲａにて分圧された電圧Ｖ１＝Ｒａ｛Ｖ
ｃｃ／（Ｒａ十ＲＬ）｝に対応した値が出力され、カメ
ラヘッド２Ａ内部のインターフェース部１３、ＣＣＵ３
内部のカメラヘッド通信部１７を介してＣＣＵ３内部の
コントローラ２５に送信される。
【００５１】上記値をカメラヘッド２Ａの識別コードと
して、コントローラ２５は、可視光観察用の赤外カット
フィルタ１１が選択されていることを検知する。このと
き、ＣＣＵ３内部の色分離回路１９内には、可視光に適
したパラメータがコントローラ２５にてセットされ、
Ｒ，Ｇ，Ｂに変換される。
【００５２】また、ホワイトバランス部２０、ＡＧＣ、
γ補正回路２１にて、上記Ｒ，Ｇ，Ｂに適したパラメー
タがコントローラ２５によってセットされる。上記カメ
ラヘッド２ＡとＣＣＵ３が接続可能か否かは、第１実施
の形態と同様に、ＩＣチップ８ｂ内のデータにて識別し
てもよいし、Ａ／Ｄ変換部４６の値を識別コードとして
識別しても良い。なお、この場合、フィルタが１種類の
カメラヘッド２では、Ａ／Ｄ変換部の値を識別コードと
して、各カメラヘッド２の種類をコントローラ２５が識
別することができる。
【００５３】次に、フィルタ切替部４４を赤外光観察側
にセットすると、赤外透過フィルタ４３がＣＣＤ１０の
前面側に配置され、赤外光がＣＣＤ１０にて撮像され
る。このとき、スイッチ部４５は、抵抗Ｒｂとグランド
を接続し、Ａ／Ｄ変換部４６からは、電圧Ｖｃｃが抵抗
ＲＬとＲｂにて分圧された電圧Ｖ１＝Ｒｂ｛Ｖｃｃ／
（Ｒｂ十ＲＬ）｝に対応した値が出力され、カメラヘッ
ド２Ａ内部のインターフェース部１３、ＣＣＵ３内部の
カメラヘッド通信部１７を介してコントローラ２５に送
信される。
【００５４】上記値にてコントローラ２５は、赤外光観
察用の赤外透過フィルタ４３が選択されていること検知
する。このとき、ＣＣＵ３内の色分離回路１９内には、
赤外光観察に適したパラメータがコントローラ２５にて
セットされ、Ｒ，Ｇ，Ｂに変換される。また、ホワイト
バランス部２０、ＡＧＣ、γ補正回路２１にて、赤外光
観察に適したパラメータが、コントローラ２５にてセッ
トされる。
【００５５】上記カメラヘッド２ＡとＣＣＵ３が接続可
能か否かは、第１実施の形態と同様に、ＩＣチップ８ｂ
内のデータによって識別しても良いし、Ａ／Ｄ変換部４
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６の値によって識別しても良い。
【００５６】赤外透過フィルタ４３は、赤外域の帯域フ
ィルタとしても良いし、赤外カットフィルタ１１として
ガラスを使用し、光源装置４側で、赤外光のみをライト
ガイド５に出射するよう赤外域の帯域フィルタを設けて
も良い。
【００５７】また、カメラヘッド２Ａと光源装置４との
関係においては、識別コードによって、カメラヘッド２
Ａ内部で、赤外カットフィルタ１１が選択されているこ
とを制御部３５が検知した場合には、光源装置４内のフ
ィルタを可視光観察用の赤外カットフィルタ３８に切り
替えるよう制御部３５がフィルタ駆動ユニット４０を制
御する。
【００５８】また、これとは逆に、識別コードによっ
て、カメラヘッド２Ａ内部で、赤外透過フィルタ４３が
選択されていることを制御部３５が検知した場合には、
光源装置４内のフィルタを赤外光観察用の赤外光帯域フ
ィルタ３９に切り替えるよう、制御部３５がフィルタ駆
動ユニット４０を制御する。
【００５９】このように第２実施の形態の内視鏡装置を
使用する場合には、フィルタ１１，４３の切り替えに応
じてカメラヘッド２Ａ内の識別コードを替えることで、
ＣＣＤ１０の前面側のフィルタ１１，４３の種類が識別
可能となり、ＣＣＵ３では、各フィルタに適したパラメ
ータでＣＣＤ１０からの映像信号を処理してＴＶモニタ
６に映像の表示が実現できる。
【００６０】『付記』以上、詳述した本発明の実施の形
態によれば、以下の如き構成を得ることができる。
【００６１】１．所定の特性を有する第１の照明光を発
生する第１の照明光発生手段と、前記第１の照明光発生
手段と異なる特性を有する所定の第２の照明光を発生す
る第２の照明光発生手段と、上記第１の照明光発生手段
に固有に設定された第１の照明光識別情報を発生する第
１の照明光識別情報発生手段と、上記第２の照明光発生
手段に固有に設定された第２の照明光識別情報を発生す
る第２の照明光識別情報発生手段とを有し、被写体を照
明する照明光を出力する光源装置と、所定の特性を有
し、前記被写体の被写体像を撮像する第１の撮像手段
と、前記第１の撮像手段とは異なる所定の特性を有し、
前記被写体の被写体像を撮像する第２の撮像手段と、上
記第１の撮像手段に固有に設定された第１の撮像識別情
報を発生する第１の撮像識別情報発生手段と、上記第２
の撮像手段に固有に設定された第２の撮像識別情報を発
生する第２の撮像識別情報発生手段とを有し、内視鏡像
を撮像するカメラヘッドと、前記第１又は第２の照明光
識別情報、及び前記第１又は第２の撮像識別情報を受信
する識別情報受信手段と、前記識別情報受信手段が受信
した各種識別情報に基づいて、前記照明光発生手段に対
して前記撮像手段を組み合わせて使用することが可能か
否かを判別する判別手段と、この判別手段の判別結果を
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告知する表示手段と、を具備したことを特徴とする内視
鏡装置。
【００６２】２．付記１において、前記光源装置におけ
る第１の照明光発生手段は、可視光観察用の赤外カット
フィルタによって所定の特性を有する第１の照明光を発
生し、第２の照明光発生手段は、赤外光観察用の赤外光
帯域フィルタによって所定の特性を有する第２の照明光
を発生する。
【００６３】３．付記１において、前記光源装置におけ
る第１の照明光識別情報発生手段、及び第２の照明光識
別情報発生手段は、光源装置に配設されたＩＣチップで
構成されている。
【００６４】４．付記１において、前記カメラヘッドに
おける第１の撮像手段は、赤外カットフィルタによって
所定の特性を有し、被写体の被写体像を撮像し、第２の
撮像手段は、赤外透過フィルタによって所定の特性を有
し、被写体の被写体像を撮像する。
【００６５】５．付記１において、前記カメラヘッドに
おける第１の撮像識別情報発生手段、及び第２の撮像識
別情報発生手段は、カメラヘッドに配設されたＩＣチッ
プで構成されている。
【００６６】６．付記５において、前記カメラヘッドに
は、内視鏡とＣＣＵとが着脱自在に結合されるようにな
っており、又、前記内視鏡には、ライトガイドを介して
光源装置が着脱自在に結合されるようになっていて、前
記カメラヘッド、内視鏡、ＣＣＵ、及びライトガイド、
光源装置には、それぞれ識別情報を発生するＩＣチップ
が配設されている。７．付記６において、前記内視鏡に
配設されるＩＣチップには、内視鏡の種類、外径、接続
可能なライトガイドの種類、接続可能なカメラヘッド等
の情報及びこの情報が作成された日付、上記情報のバー
ジョンＮｏ等が記録されており、前記ライトガイドに配
設されるＩＣチップには、ライトガイドの種類、ライト
ガイドの配光特性、組み合わせ可能な内視鏡の種類に関
する情報及びこの情報が作成された日付、上記情報のバ
ージョンＮｏ等が記録されており、前記カメラヘッド、
ＣＣＵ、及び光源装置に配設されるＩＣチップにも同様
の情報が記録されている。
【００６７】８．体腔内の観察部位の内視鏡像を撮像す
るカメラヘッドと、前記カメラヘッドに接続可能な内視
鏡と、前記観察部位を照明する照明光を生成する光源装
置と、前記内視鏡と前記光源装置とを接続するライトガ
イドと、前記内視鏡からの撮像信号を人力し、内視鏡像
及び文字情報、グラフィック情報からなる表示画像デー
タを生成する画像処理装置と、を備えた内視鏡装置にお
いて、前記カメラヘッド、内視鏡、光源装置、ライトガ
イド、画像処理装置に相互の接続可否を判断するための
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情報を記録あるいは読み込む手段と、前記接続の可否を
告知する手段と、を設けたことを特徴とする。
【００６８】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
内視鏡装置を構成する各機器に、識別情報を発生するた
めのＩＣチップを配設し、このＩＣチップ内に各機器の
最適な組み合わせを行う接続情報を入れることで、例え
ば、システムに新しい機器が追加された場合でも、その
機器内のＩＣチップに記憶されている日付及びバージョ
ンＮｏ．が最新であり、コントローラは、その情報を基
に接続チェックを行うので、確実に各機器の最適な組合
せを行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施の形態を示す内視鏡装置の全
体の構成を示すブロック線図、
【図２】図１の第１実施の形態におけるカメラヘッド内
部の構成を示すブロック線図、
【図３】図１の第１実施の形態におけるＣＣＵ内部の構
成を示すブロック線図、
【図４】本発明の第２実施の形態におけるカメラヘッド
内部の構成を示すブロック線図、
【図５】本発明の第２実施の形態における赤外カットフ
ィルタと赤外透過フィルタの切り替えに連動するスイッ
チを有する電気回路図、
【図６】本発明の第１実施の形態における光源装置内部
の構成を示すブロック線図、
【図７】光量に最適な絞りをかけるための制御の目標値
についての送信データを示す線図、
【図８】図７の目標値に、移動量、移動方向、移動速度
を加えた送信データを示す線図。
【符号の説明】
２・・・・・カメラヘッド（内視鏡像撮像手段）
４・・・・・光源装置（光源手段）
８ｂ・・・・ＩＣチップ（撮像識別情報発生手段）
８ｄ・・・・ＩＣチップ（照明光識別情報発生手段）
１１・・・・赤外カットフィルタ（第１の撮像手段）
１４・・・・ＩＣチップデータ受信部（識別情報受信手
段）
２５・・・・コントローラ（判別手段）
２６・・・・ＩＣチップデータ受信部（識別情報受信手
段）
３８・・・・赤外カットフィルタ（第１の照明光発生手
段）
３９・・・・赤外光帯域フィルタ（第２の照明光発生手
段）
４３・・・・赤外透過フィルタ（第２の撮像手段）
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